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列車の長さと重量 

 

 ある大農園では，作物を運ぶために小さな列車を何本か使っています。図のように，先頭には長さ２ｍの

駆動車を置き，それに台車をつなげます。駆動車は秒速６ｍの速さで進みますが，台車を１両つなぐごとに

速さは毎秒０.２ｍずつ遅くなります。 

 

 

 

 

 

 以下の問いにおいて，駆動車と台車，台車と台車の間の連結部の長さは考えません。また，台車１両あた

りの長さはすべて等しく，台車にのせた荷物の重さは考えないこととします。 

 

（１）列車ＡとＢはすれ違うのに８
４１

５８
秒かかります。また，列車Ａが列車Ｂを追いこすのに１３

１１

３８
秒

かかります。このとき，列車Ａ，Ｂの台車はそれぞれ何両ですか。また，台車１両の長さは何ｍですか。 

 

（２）列車ＣとＤはすれ違うのに２
１７

１８
秒かかります。列車ＣとＤの台車の数は，あわせて何両ですか。 
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列車の長さと重量（１）列車Ａ…６両，列車Ｂ…２５両 台車の長さ…１.５ｍ （２）１５両 

 

（１）列車ＡとＢがすれ違うのにかかる時間と列車ＡがＢを追いこすのにかかる時間の比は， 

８
４１

５８
：１３

１１

３８
＝１９：２９です。よって， 

（列車Ａの速さ＋列車Ｂの速さ）：（列車Ａの速さ－列車Ｂの速さ）＝２９：１９です。和差算により，

（列車Ａの速さ）：（列車Ｂの速さ）＝２４：５となります。 

 ここで，台車の両数と速さの比の関係を考えます。列車の速さは台車を増やしていくと毎秒０.２ｍ

ずつ遅くなるので，以下の表が成り立ちます。 

台車(両) ０ １ ２ ３ ４ … ２８ ２９ 

速さ(ｍ/秒) ６ ５.８ ５.６ ５.４ ５.２ … ０.４ ０.２ 

速さの比 ３０ ２９ ２８ ２７ ２６ … ２ １ 

このように，速さの比は３０：２９：２８：２７：…：２：１となります。列車ＡとＢの速さは２４：

５ですが，２４：５＝４８：１０＝７２：１５＝…という比の中で条件にあうのは２４：５の場合のみ

ですから，列車Ａの台車は３０－２４＝６（両），列車Ｂの台車は３０－５＝２５（両）とわかります。 

 次に，台車の長さを考えます。列車Ａの速さは６－０.２×６＝４.８より毎秒４.８ｍ，列車Ｂの速さ

は６－０.２×２５＝１より毎秒１ｍですから，（４.８＋１）×８
４１

５８
＝５０.５より，列車ＡとＢの長さ

の和は５０.５ｍです。列車ＡとＢの駆動車２両で２×２＝４（ｍ）ありますから，台車１両当たりの

長さは（５０.５－４）÷（６＋２５）＝１.５（ｍ）です。 

 

（２）（列車ＣとＤの長さの和）÷（列車ＣとＤの速さの和）＝２
１７

１８
＝

５３

１８
です。列車ＣとＤの台車の数

があわせて□両あるとすると， 

（列車ＣとＤの長さの和）÷（列車ＣとＤの速さの和） 

＝（２×２＋１.５×□）÷（６×２－０.２×□）です。 

２×２＋１.５×□

６×２－０.２×□
＝

５３

１８
より， 

（４＋１.５×□）：（１２－０.２×□）＝５３：１８ですから， 

（４＋１.５×□）×１８＝（１２－０.２×□）×５３， 

７２＋２７×□＝６３６－１０.６×□， 

３７.６×□＝５６４，□＝５６４÷３７.６＝１５より，台車はあわせて１５両です。 
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